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若者における性感染症の実態と性教育の課題
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は じ め に

次世代を担う若者の性の健康に関する問題は，他
世代と比較して多様であり且ついずれの問題も著明
な増加傾向にある．中でも性感染症に関しては深刻

であり��，疾病の特徴からも性感染症に罹患するこ
とは将来的に不妊症，母子感染，子宮癌などリプロ
ダクティブ・ヘルスを損なう要因や ��易感染状
態，子宮頸癌に移行するなど生命を脅かす問題に至
ることがある．
実際，臨床の場において，性感染症や妊娠を主訴に

産婦人科外来を受診する若者の中に，子宮頸癌や前
癌状態となって生殖能力喪失もしくは生命の危機に
直面する�	代から�	代前半の女性が増えている現実

に遭遇したが，これは全国的な現象である��．従来，
子宮頸癌の好発年齢は�	代であったが，年々若年齢
化している実態への対策の一つとして性教育による
性感染症（��）と子宮頸癌の関連����に関する知
識普及・啓蒙活動などが急がれなければならない．
このことは国の政策の中でも重大問題として認識
され，国民健康増進運動計画「健やか親子��」のな
かでも��世紀の主要な取り組み課題として集中的に
対応していくことが必要であるとされており��，医

療従事者や教育者を中心に様々な性教育による知識
普及や啓蒙活動など性の健康支援の改善対策が求め
られている��．
本研究では現在の若者の ��と子宮頸癌の実態

と，性の健康支援方法としての性教育における課題
について明らかにすることを目的とした．

若者の性感染症（���）の実態

厚生省性感染症センチナル・サーベイランス研究

班の報告��によると，�			年度報告数に基づく ��

罹患率の推計は，男女あわせて�	万人対������（女
／男比 　����）人で，いずれの ��においても増加
傾向にあった．罹患者数のピークは�	代から�	代前
半であることから，性感染症は若者の間に広がって

いることが明らかであった．
しかし，このデータが示すものは，何らかの症状
を伴い医師にそれを診断された有症症例の数である．
近年，��の専門家の間で特に問題となっているの

は ���の無症候化�とその罹患者の増加である�	�．
よって，さまざまな ��に関するデータがあって
も，そのいずれの数を遥かに上回る感染者が潜在し
ている可能性が高い．無症候性感染症には ��感
染，クラミジア感染症，そして子宮頸癌との関連性
が言われている ���（ヒト乳頭ウイルス）感染な
どがあり，この感染者数の増加に伴う健康被害は多
大であるといえる��．

若者に広がる ���（ヒト乳頭ウイルス）と

子宮頸癌の関連

ヒト乳頭ウイルス（���）は尖圭コンジローマの
起因ウイルスであり，性行為によってのみ感染し，
�	を超える型が確認されている．その中には，子宮
頸癌との因果関係が強く認められているウイルス型
として，細胞を癌化させる働きがある��，��，��，
��型など��のハイリスク型の存在が確認されてお
り，���の子宮頚部扁平上皮癌から ���が検出さ

れている��．最近の子宮癌発生に関する研究では，
���感染に加え，他の付則的な条件がそろったと
ころで発症するという見解を子宮頸癌発症のメカニ
ズムといっている���．しかし問題とすべきことは，
性器 ���感染症者のほとんどが無症状で，尖圭コ
ンジローマを発病するのは感染者の約�	�程度であ
るため，無自覚・無症状のままに長期間感染状態が
継続し，他者を感染させているケースが多いことで
ある�	����．

尖圭コンジローマの罹患率は，年々増加の傾向に
ある��．近年の初交年齢の低下，低年齢層の性行動
の活発化（パートナーの複数化）に伴い，���感染
時期の低下と伴に子宮頸癌のリスクは増加する��．
子宮頸癌発病の若年化について年齢分布から見る
と，����年には�	歳未満の浸潤がんの発生は 	 �で
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あるが，�	���歳については約 � �であり，����年
の同様の調査に比べ �倍以上の増加がみられる���．
また，時代の経過と共に明らかな子宮頸癌発病の低
年齢化が認められ�ピークは�	代前半となっており，

その裾野は�	代前半にも及ぶ ���．この時期は，女性
の生殖年齢のピークにも合致する��．
子宮頸癌は早期の無症状期に発見できると，手術

や放射線療法で根治が可能な疾患である．���感
染が子宮頸癌及びその前癌病変と密接な関係にある
ことは明らかにされつつあるが，正常例にも ���

陽性者が見られるというウイルスの性格や，全ての
浸潤癌に ���感染が関与しているか否かについて
は未だ統一見解が得られていないため，現時点では

子宮頸癌の一次スクリーニングとして ���感染検
査を子宮癌検診に導入するには至っていない���．し
かし，二次スクリーニングとして癌への移行期のよ
り早い発見や治療の開始時期などを決定する方法と
して有効であるといわれている���．現行では若者
の間に ��の早期発見，子宮癌の発病を危惧した検
診行動によって子宮頸部異形上皮化が発見された例
は報告されておらず �
�，他の主訴によって産婦人科
受診で発見されるケースがほとんどである．よって

���と他の性感染症においても，罹患への対応策
として自己観察による管理のもと性感染症検診，専
門機関の早期受診などの疾病予防のためのセルフケ
ア能力が個々に求められる．

若者の ���に対する意識と行動

若者の性行動の実態として，性交開始年齢の早期
化や性交相手の多様化や複数化が言われている��．
このような状況の中で，��に対する若者の意識

は，����年に行われた大学生を対象とした性行動に
関する実態を調査した結果���によると，性行動の
活発化に伴う避妊や ��という健康上のリスク回
避に対する意識については，性交時コンドームを必
ず使用していると回答したものは男性�����，女性
�����で，その使用目的（複数回答）を，「エイズ以
外の性行為感染症予防」としたのは�����であった．
また，�			年に行われた若者を対象とした性行動と
性行動に伴う意識に関する調査���では，「性感染症

予防のためにはコンドームを使うべきである」と回
答したのは高校生では �割，大学生では �割に達し
ている．しかし自分が感染する可能性があると問題
を主体的に考えるものは�����と少ない．その背景
には，性行動においては男性が優位に立つべき，コ
ンドームの使用は使う男性の意思によるものという
認識が存在しており，その原因として性感染症に関
する正確な知識の不足，認知不協和回避・不安回避

による危機感・問題の主体性の不足などが挙げられ
ている���．その結果として若者の ��罹患率が増
加するという現象が起きている．
以上より，若者間の性の健康に関する認識におい

て，望まぬ妊娠を避けたい意識はあるが ��予防に
対する意識の希薄さがうかがえる．

���に関する指導用資料

若者の子宮頸癌ハイリスク状態の増加現象を食い
止めるためには，若者が ��自主的な問題回避能力・
自己観察能力の向上，異常を疑う場合や不安がある
場合などは専門機関に相談・受診できる， ��子宮頸
癌など性感染症によって引き起こされる可能性があ

る疾患についても学習すること，さらに，これらの
ことが自主的に行動できる能力を育てることが必要
である．
性教育の実践の場である学校教育の保健分野で

は，����年ごろから，エイズの予防が強調され始め
たが，その他の性感染症についてはほとんどの学校
が授業の中で扱うことなく現在に至っている���．世
界的に見ても，教育の場において ��を性教育の内
容としているところはあるが，��と子宮頸癌の関

連性について性教育の授業内容の項目にはあげられ
ていないと指摘されている���．
その実態について調査することを目的に，過去�
年間に学校や保健所などの性教育で使用されるこ
とを目的として作成された資料（�，�，�，�）を
収集した．その中に ��の症状についての説明の
有無，自己観察方法，予防方法，尖圭コンジローマ
（���感染症）と子宮頸癌との関係など �項目に記
載の有無について調査した．結果は表 �のとおりで

あった．
��を予防するためには，��とは何か，感染に

よって起こることは何か，感染経路・方法，予防・
対処方法を正しく理解させることが大切であること
から，性教育の中で，特にその教材となる資料には
以上の内容を網羅したものをわかりやすく提示して
いくことが必要である．
いずれの資料も ��について記載されていた．

��が子宮頸癌に移行する可能性が潜在することに

ついては，��が多発する地域で予防活動を活発に
行っている保健所で作成された資料�と，性の健康
の専門家によって書かれた若者向けの専門書の資料
�に記載されていた．無症状感染症の早期発見のた
めの性感染症検診の勧め，自己観察能力を向上させ
ることを可能とする視覚教材（絵・図の提示）���や
具体的自己観察方法については ���いずれの資料
にも記載されていないことが明らかになった．
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表 � 性に関する情報を掲載する冊子に含まれる性教育と ���（尖形コンジローマ）に関する情報の記載に関する比較

以上より，性感染症の問題の中でも ���と子宮
頸癌発生に関連性が注目されているにもかかわらず，
性感染症に関する知識普及活動の中には未だその内
容が含まれていないこと，���感染症，子宮頸癌
の関連性についても学習する機会が少なく，増加を

阻止することは困難な状況にあるといえる．

お わ り に

若者の間における性行動の活発化とそれに伴う性
感染症増加の実態に対する対策は未だ不十分である
こと，さらに，各々に感染予防（自己防衛）認識が欠

けているという問題が存在する．性教育の中で取り
上げられる性感染症に関する情報も，コンドームの
使用を性感染症の予防方法として提示しているが，
自己観察方法など予防行動へつながる指導内容は不
十分であった．今後，現在の性教育の中での性感染

症に関する指導内容を再考していくことが必要性で
あると考える．また．それは性に対する関心が深ま
る思春期，性行動開始時期に教えることが必要であ
ることから，その時期についてもさらに検討を要す
る．これらの指導の機会・方法と時期についての検
討が今後の性感染症予防において重要な課題である．
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